
 

 

 

 

 

 

校長 三浦 力 
 

風が心地よいと感じる日より、蒸し暑く感じる日が多くなって 

きました。今月上旬には梅雨入りしそうです。その６月は、生徒 

総会への取組や運動部の「学校総合体育大会」とまだまだ行事が 

続きます。暑さも増してきますので、健康管理をいっそう重視し 

てください。 

先日、教育委員会の先生による学校訪問がありました。学校の 

様子を質問されたり、教室回りをされたりと１時間ほど東中を紹 

介しました。学校の取組に工夫があり、生徒、先生が教育活動へ 

真剣に取り組んでいますという感想をいただきました。この先も、一人一人が生きて、伸ばせる取組

を進めていきましょう。 

 さて新年度がスタートして２カ月が経ち、学校生活も充実してきた頃と思いますので、「なれ：慣

れ、馴れ」について話をします。 

 

 

 

 

 

 

係・委員会活動も部活動も慣れてくると効率が良くなり、普段よりたくさんのことができるように

なって技術が身に付きます。また、同じことを進める仲間と馴れてくると相手が考えていることが理

解でき、協力して取り組めるので大きなことも成し遂げられます。これを成長といい、社会に出て生

活するときに必要な“環境への適応能力“であったり、“人とのコミュニケーション能力”であったり

します。それを中学校では教育活動全般をとおして勉強しています。積極的に関わっていきましょう。

ただし、「馴れ合い」にならないよう注意してください。 

▲馴れ合い：仲間が結託して、通常取るべき手続きを踏まずに意思決定を行うこと 

簡単に言えば、グルになって事を進めてしまうことです。良くない意味で使われます。授業がきち

んと行われるように、目的ある生活ができるように、学校には幾つかのルールがあります。自分たち

の判断だけで良くない方向へ進む「馴れ合い」は必要ないです。 

どの方が見ても素晴らしいと感じてもらえるような学校にしたいです。よろしくお願いいたします。

最後になりますが、間もなく生徒総会が開かれます。この時期に、もう一度「学校生活のルール」に

目を通して確認してください。通常が妨げられた場合は、保護者の方と連絡を取ります。 

保護者の皆様、教職員一同一丸となって教育活動に邁進してまいりますので、今後とも一層のご支

援、ご協力をお願いいたします。 

 

日 月 火 水 木 金 土 
 １ 

Ｔ日課 
期末テスト① 
完全下校14:00 

２ 
Ｔ日課 
期末テスト② 
  

３ 
専門委員会 

４ 
 

 

５ 
 

６ 

 

７ ８  

 
 

９ 
表彰朝会 

 
 

１０ 
 

１１  

第１回進路説明会 

（３年） 

１２  

５時間授業 

２学年保護者会 

１３ 
資源回収日 
 

1４ １５ 
海の日 

１６ 
４時間授業 
 

１７ 

４時間授業 

給食終了 

1８ 
３時間授業 

大掃除 

１９ 
１学期終業式 

ふれあいデー 
 

２０ 

 

２１ 

 

２２ 
夏季休業日 

全校面談日① 
 

２３ 
全校面談日② 
 

２４  

全校面談日③ 

 

２５  
全校面談日④ 

 

２６ 
全校面談日⑤ 

 

２７ 

２８ 

 

２９ 
全校面談日⑥ 

３０ 
全校面談日⑦ 

３１  

日  月  火 水 木 金 土 
      １ 

 

２ ３ 
特別支援学級 

交流会 
（午前中・春日部中） 

４ 
学総① 
３時間授業 
給食なし 

５  
学総② 
３時間授業 
給食なし 

６ 
学総③ 
４時間授業 

７ 
学総（柔道） 
通信陸上県大会 
５時間授業 

８ 
資源回収日 
通信陸上 
県大会 

 
９ 

 
１０ 
東部地区学力検査 
（３年） 
 

１１  
幸松地区少年を守る会 
（会場校） 
内科検診（２年） 

１２ 
専門委員会 

１３ 
 

１４ 
全校朝会 

１５ 

土曜参観 

１６ 

 

１７ 
振替休日 

１８ 
表彰朝会 

１９ 
内科検診 
（１年） 

２０ 
内科検診 
（支援学級・３年）  

薬物乱用防止教室 

２１  
生徒総会 
ふれあいデー 

２２ 

２３ 

 

２４ 
 

２５ 
学総（男バレ・水泳） 
 

２６ 
学総（男バレ・陸上） 
 

２７ 
学総（陸上） 

諸活動停止 
～７/２朝まで 

２８  
５時間授業 

２９ 

３０ 

 
 

令和６年６月号 水無月(みなつき) July 

  
学校教育目標「夢と生きる力を育む」 

夢をもつ生徒・感謝できる生徒・意欲のある生徒・協力し合う生徒・責任を果たす生徒 

 慣れる：長くその状態にあり、何度も経験することで上手になること 

「慣」は、「心」を意味する“りっしんべん”に、つらぬき通すの「貫」で成り立ち、心の在り方を

表しています。類語は【習熟する】となります。 

馴れる：人に対して警戒心がなくなって親しみを感じるようになること 

「馴」は、「馬」と「川」で成り立ち、川が道筋を流れるように、馬が人の意思に従ってなれるとい

うことから、動物が人に親しみを感じるようになることを表しています。 

教科書展示会 

開催のお知らせ 
 先日の体育祭には、たくさんの保護者の方にご来校いただき、ありがとうございました。 

 ６月は、土曜授業があります。ぜひ、授業の様子をご参観ください。学校総合体育大会への応援

もよろしくお願いします。 


